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河
原
田
盛
美
は
、
琉
球
の
廃
藩
置
県
前
に
内
務
省
の
琉
球
藩
出
張
所
の
役
人
と
し
て
赴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
在
琉
期
間
は
足
掛
け
二
年
と
短
い
が
、
そ
の
著
作
・
記
録
は
近
代
琉
球
・
沖
縄
の
き
わ
め
て
早
い
年
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
河
原
田
の
活
動
に
関
し
て
の
先
行
研
究
は
多
く
は
な
い
が
、
政
治
史
の
方
面
に
関
し
て
は
鎌
田
永
吉
の
「
河
原
田
盛
美
・
史
料
ノ
ー
ト
ー
大
久
保
政
権
の
”
社
会
的
支
柱
“
に
寄
せ
て
」
（
鎌
田
永
吉
一
九
七
こ
が
あ
り
、
河
原
田
が
後
年
力
を
入
れ
て
関
わ
っ
た
水
産
関
係
に
つ
い
て
は
池
田
哲
夫
の
「
水
産
翁
河
原
田
盛
美
に
つ
い
て
ｌ
そ
の
略
歴
と
ある。 はじ
め
に
河
原
田
盛
美
の
琉
球
研
究
ｌ
内
務
省
琉
球
藩
出
張
所
と
万
博
Ｉ
齊
藤
郁
子
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著
作
等
ｌ
」
（
池
田
哲
夫
一
九
九
○
）
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
が
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
い
、
河
原
田
の
琉
球
・
沖
縄
関
係
の
著
作
と
、
そ
の
中
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
河
原
田
の
修
め
た
学
問
と
沖
縄
に
お
け
る
活
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
。
河
原
田
は
そ
れ
ほ
ど
知
名
度
の
高
い
人
物
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
項
で
は
ま
ず
そ
の
略
歴
と
修
学
履
歴
を
中
心
に
記
し
、
彼
が
身
に
付
け
、
そ
の
活
動
の
基
礎
と
な
っ
た
学
問
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
見
て
み
る
。
（１） 
河
原
田
盛
美
略
歴
マ
マ
一八四一一（天保十一一一）年岩代国南会津郡伊南村大字宮沢（現・福島県南会津町）の河原田弥七
盛
一
の
子
と
し
て
生
れ
る
。
幼
名
弥
藤
太
。
一
八
五
一
（
嘉
永
四
）
年
赤
松
真
和
の
門
に
入
り
、
習
字
お
よ
び
経
書
の
初
学
に
入
る
。
一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
星
元
頑
の
門
に
入
り
、
小
学
、
四
書
、
五
経
、
文
選
、
左
氏
伝
等
を
学
ぶ
。
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
四
条
歌
垣
の
門
に
入
り
、
俳
譜
歌
を
学
ぶ
。
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
郷
里
よ
り
下
野
国
、
武
総
両
国
、
東
海
道
を
経
て
伊
勢
参
り
の
帰
途
、
江
戸
木
挽
河
原
田
の
略
歴
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一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
八
六
○
（
安
政
七
）
年
八
六
一
（
文
久
元
）
年
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
八
六
三
（
文
久
三
）
年
八
六
四
（
元
治
元
）
年
町
新
発
田
藩
中
邸
の
母
方
の
親
族
永
山
道
川
宅
に
数
ヶ
月
滞
在
し
経
書
及
び
医
書
を
学
ぶ
。
下
総
国
を
漫
遊
。
弓
馬
刀
剣
の
術
を
学
ぶ
。
奥
州
、
越
後
、
出
羽
三
国
を
漫
遊
し
、
月
山
に
登
る
。
松
浦
明
谷
の
門
に
入
り
尊
円
流
の
華
道
の
初
学
に
入
り
、
初
伝
五
種
の
華
法
を
受
け
る
。
尊
円
流
筆
道
乾
坤
の
巻
い
ろ
は
の
帖
よ
り
皆
伝
を
受
け
、
洗
川
堂
明
応
と
号
す
。
こ
の
年
万
葉
略
解
を
謄
写
し
古
事
記
伝
を
読
み
大
い
に
古
学
に
感
じ
国
学
の
書
を
集める。
名
を
「
盛
美
」
と
改
め
る
。
野
矢
常
方
の
門
に
入
り
和
歌
を
学
ぶ
。
星
研
堂
の
門
に
入
り
槽
書
、
草
書
を
学
ぶ
。
宮
崎
安
貞
箸
『
農
業
全
書
』
を
読
了
し
、
農
業
改
良に志す。
父に代わって名主となる。
伊
勢
神
宮
を
参
拝
。
荒
木
田
守
宣
の
門
下
と
な
り
神
道
祓
式
等
を
学
ぶ
。
紀
伊
、
大
和
、
摂
津
か
ら
四
国
に
渡
り
山
陽
道
に
出
、
京
都
に
入
り
中
仙
道
を
巡
歴
し
て
帰郷。
開
墾
、
養
蚕
、
麻
布
改
良
の
方
法
を
計
画
す
る
。
蚕
卵
紙
を
改
良
・
製
造
し
横
浜
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一
八
七
○
（
明
治
三
）
年
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
八
六
九
（
明
治
二
）
年
で
外
国
人
に
販
売
。
十
月
十
日
若
松
県
断
獄
方
に
捕
縛
さ
れ
る
が
十
五
日
後
に
無
罪
放
免
。
十
一
月
十
二
日
若
松
県
生
産
局
御
用
掛
と
な
る
。
若松県通商掛となる。
『日本農学捷径』三巻を著す。
大
蔵
省
租
税
寮
十
二
等
出
仕
。
一月十一一日内務省地理寮十二等出仕。一一月十九日地理課勤務。三月五
日
内
務
省
十
二
等
出
仕
。
三
月
二
十
一
一
日
、
内
務
権
中
録
と
な
る
。
九
月
十
三
日
、
内
務
省
琉
球
藩
事
務
取
調
掛
。
琉
球
産
夜
光
貝
殻
を
米
国
へ
輸
出
開始。
佐藤信淵の家学を敬信し大いに農政に志す。「天地鋳造化育論」「農政
本論」「経済要録」「草木六部耕種法」「山相秘録」「漁村維持法」「混
同秘策」「培養秘録」「種樹園法」「土性弁」「堤防溝加志」「種樹秘要」
「十字号糞培例」等の書を読み専ら佐藤家の家学を信認する。三月よ
り小野蘭山の「本草綱目啓蒙」を独習して本草学に志し、動植物の採
集を行う。
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一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
一
八
八
○
（
明
治
十
三
）
年
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
八
七
六
（
明
治
九
）
年
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
八
七
七
（
明
治
十
）
年
五
月
十
九
日
、
外
務
省
か
ら
内
務
省
へ
管
轄
が
移
さ
れ
た
琉
球
藩
へ
在
勤
命
令
。
十
一
月
十
三
日
、
在
琉
球
内
務
省
出
張
所
所
長
心
得
。
沖
縄
地
方
の
動
植
物
を
採
集
し
「
琉
球
産
物
志
」
を
編
集
す
る
。
十
月
よ
り
清
国
北京官話を学ぶ。
五
月
三
十
一
日
、
帰
京
命
令
。
た
だ
し
、
木
梨
内
務
少
丞
が
着
琉
の
上
、
事
務
引
継ぎ交代。
九
月
二
日
、
内
務
省
庶
務
局
事
務
取
扱
。
四
月
十
四
日
、
鹿
児
島
県
御
用
掛
。
六
月
十
九
日
、
与
論
島
支
庁
庁
長
。
八
月
十
五日、辞職。
新
田
義
雄
と
数
ヶ
月
間
沖
縄
で
南
島
産
物
の
拡
張
を
図
ろ
。
十
一
月
十
八
日
、
千
葉
県
農
商
務
課
勤
務
。
水
産
集
談
会
委
員
。
一月、大日本水産会会員。一一一月十八日、依頼免本官。四月三日、千葉
県農商務課員。
一一一月十三日、農商務省御用掛兼務。水産博覧会審査官。五月、『水産
小
学
」
二
冊
を
著
述
・
出
版
。
第
一
回
水
産
博
覧
会
に
出
品
。
九
月
よ
り
田
中
芳
男
の
補
助
に
よ
り
水
産
専
門
に
従
事
し
古
今
水
産
書
の
調
査
、
147河原田盛美の琉球研究
Hosei University Repository
八八八
八八八
六五四
一八九○（明治一一三）年
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一九○一一一（明治三六）年
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
九
七
（
明
治
三
○
）
年
（明治十七）
（明治十八）
（明治十九）
年年年
実
物
の
研
究
に
従
事
。
賜
誌
七
冊
、
錫
図
解
一
覧
、
昆
布
誌
、
漁
家
永
続
法
等
を
著
す
。
畦
田
伴
存
の
「
水
族
志
」
を
校
訂
す
る
。
十
一
月
一
日
、
農
商
務
省
水
産
課
勤
務
。
一
月
三
十
一
日
、
農
商
務
省
書
記
局
勤
務
。
二
月
二
四
日
、
水
産
局
勤
務
。
’一一月二四日、水産共進会審査委員委嘱。「但此共進会ハ田中芳男、山
本
由
方
、
河
原
田
盛
美
三
名
ノ
発
起
ス
ル
所
二
係
ル
」
（
河
原
田
一
九
○
二
）
三
月
十
四
日
、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
官
。
家
督
を
継
い
で
い
た
実
弟
が
病
死
し
、
老
父
の
看
護
の
た
め
十
二
月
十
日
辞
表
提
出
。
三
月
三
○
日
、
農
商
務
省
非
職
及
び
残
務
整
理
。
の
ち
帰
郷
。
六
月
、
福
島
県
知
事
の
稟
請
と
大
日
本
水
産
会
の
請
求
に
よ
り
福
島
県
内
巡
回
。
五
月
一
日
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
官
・
審
査
第
四
部
勤
務
。
六
月
、
吉
野
川
の
鮎
お
よ
び
淡
水
魚
類
の
調
査
。
八
月
十
一
日
、
第
二
回
水
産
博
覧
会
審
査
官
・
審
査
第
二
部
勤
務
。
九
月
十
日
、
福
島
県
勧
業
諮
問
会
員
。
福島県県会議員。
逝去。
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河
原
田
が
履
修
し
た
学
問
を
み
る
と
、
青
年
期
に
は
漢
学
、
医
学
、
国
学
、
農
学
等
を
修
め
、
役
人
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
も
農
学
、
本
草
学
、
北
京
官
話
を
独
習
し
て
い
る
。
近
世
期
の
富
農
層
の
多
く
が
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
天
保
年
間
生
ま
れ
と
い
う
世
代
ら
し
く
、
近
世
的
な
学
問
を
修
め
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
河
原
田
が
来
琉
以
前
ま
で
の
時
期
に
影
響
を
受
け
た
人
物
、
著
作
と
し
て
は
、
大
き
く
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
一
つ
は
宮
崎
安
貞
、
佐
藤
信
淵
等
の
農
学
書
を
学
び
農
業
改
良
を
志
し
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
小
野
蘭
山
の
著
作
か
ら
本
草
学
へ
の
関
心
を
持
ち
、
動
植
物
の
採
集
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
鎌
田
の
指
摘
に
よ
る
と
、
河
原
田
が
若
松
県
に
出
仕
し
た
時
以
来
、
織
田
完
之
と
い
う
、
明
治
期
の
尚
古
派
（２） 
農政（史）学者と交流をもっており、一」の人物からも何らかの影響を受けていた可能性がある。なお、
河原田の著作に小学校の読本として書かれた『水産小学』（河原田一八八二）があるのだが、「関澤明
清
・
織
田
完
之
閲
大
橋
清
次
参
訂
河
原
田
盛
美
著
」
と
表
紙
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
校
閲
を
織
田
に
依
頼
す
る
ほ
ど
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
河
原
田
が
琉
球
と
最
も
深
く
関
わ
っ
た
の
は
、
廃
藩
置
県
よ
り
前
の
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
か
ら
一
八
七
六
（
明
治九）年にかけてという非常に短い期間であるが、その著作には琉球藩時代の様子が記述されている。
次
に
、
河
原
田
の
活
動
の
内
容
を
、
そ
の
著
作
・
資
料
か
ら
見
て
み
た
い
と
思
う
。
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『
沖
縄
志
略
字
引
』
（
河
原
田
一
八
七
八
）
は
、
伊
地
知
貞
馨
の
『
沖
縄
志
』
か
ら
国
名
地
名
、
人
名
、
官
爵
、
産
物
、
禽
獣
、
曇
、
鱗
介
、
草
木
、
薬
、
海
草
、
雑
、
と
い
う
部
立
て
で
語
彙
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
に
振
り
仮
名
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
語
彙
集
」
で
あ
り
、
実
際
に
琉
球
に
赴
任
し
た
河
原
田
の
観
察
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
「
安
里
」
に
「
ヤ
ス
ヂ
ャ
ト
」
と
読
み
を
付
す
な
ど
、
誤
り
も
あ
る
。
未
刊
行
の
「
沖
縄
語
解
」
に
つ
い
て
河
原
田
は
、
「
琉
球
紀
行
」
（
後
述
）
の
中
で
、
「
一
琉
球
ノ
言
語
ハ
皆
本
来
日
河
原
田
は
多
く
の
著
作
を
世
に
出
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
沖
縄
に
関
係
す
る
も
の
は
左
記
の
通
り
（３） 
である。
二
．
河
原
田
の
著
作
・
資
料
・
沖
縄
志
略
字
引
・沖縄語解（未刊行）
・
琉
球
紀
行
摘
要
・
東
山
琉
球
紀
行
・
琉
球
産
物
誌
（
未
刊
行
）
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本
語
ニ
シ
テ
別
二
此
地
固
有
ノ
語
ア
ル
ニ
非
ス
余
在
勤
中
土
言
ヲ
書
集
メ
シ
ー
小
冊
子
ア
リ
他
日
琉
球
語
解
ヲ
箸
シ
テ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
可
シ
」
と
触
れ
て
い
る
。
河
原
田
が
、
琉
球
語
は
日
本
語
と
同
系
統
の
言
語
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
「
琉
球
紀
行
」
（
河
原
田
一
八
七
六
）
は
、
琉
球
藩
に
赴
任
し
て
い
た
時
代
、
琉
球
の
各
地
を
巡
察
し
、
土
地
の
風
俗
習
慣
、
言
語
等
々
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
実
際
に
滞
在
し
た
河
原
田
の
目
を
通
し
た
「
琉
球
藩
」
時
代
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
河
原
田
が
琉
球
藩
内
務
省
出
張
所
で
勤
務
し
た
、
最
も
政
治
的
な
時
期
の
経
験
を
元
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
「
琉
球
備
忘
録
」
（
河
原
田
一
八
七
五
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
琉
球
備
忘
録
」
の
元
と
な
っ
た
と
思
わ
（４） 
れ
ろ
資
料
に
「
琉
球
秘
録
井
鬼
界
島
取
調
箇
条
」
「
琉
球
雑
録
」
「
琉
球
在
勤
書
類
」
等
が
あ
る
。
鎌
田
は
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
「
…
最
も
多
い
の
は
、
物
産
取
調
・
開
発
お
よ
び
博
物
館
や
米
国
博
覧
会
出
品
に
関
す
る
調
査
・
統
計
・
報
告
・
往
復
書
類
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
本
島
の
み
な
ら
ず
、
先
島
も
含
め
て
島
蝋
の
実
地
調
査
も
行
な
っ
た
証
拠
を
示
す
日
記
・
統
計
資
料
も
断
片
的
な
が
ら
残
さ
れ
て
お
り
、
在
勤
中
、
河
原
田
が
こ
れ
ら
の
こ
と
に
最
も
関
心
を
持
ち
、
ま
た
実
際
に
力
を
注
い
だ
業
務
の
内
容
が
か
な
り
の
程
度
ま
で
判
明
す
る
」
（
鎌
田
一
九
七
一
二
○
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
鎌
田
の
指
摘
の
通
り
、
こ
の
文
書
か
ら
は
、
当
時
の
琉
球
藩
出
張
所
が
ど
の
よ
う
な
業
務
を
担
っ
て
い
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
内
務
省
の
役
人
で
あ
っ
た
河
原
田
の
政
治
的
活
動
に
つ
い
て
は
す
で
に
鎌
田
の
考
察
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
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時
の
内
務
省
琉
球
藩
出
張
所
に
は
裁
判
権
が
無
く
、
ま
た
外
国
船
来
航
等
の
場
合
も
応
接
権
限
は
外
務
省
に
あ
る
た
め
出
張
所
は
な
す
術
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
出
先
機
関
で
あ
る
琉
球
藩
出
張
所
の
強
化
策
（
内
地
人
民
に
関
す
る
裁
判
権
の
付
与
、
出
張
所
官
員
の
警
察
官
兼
任
、
出
張
所
建
物
の
新
設
、
巡
回
費
用
の
充
実
、
藩
内
非
職
士
族
の
雇
傭
、
地
誌
・
国
史
編
輯
取
調
の
内
地
と
の
同
列
化
、
電
信
電
話
の
架
設
、
会
計
規
則
の
制
定
、
等
々
）
を
河
原
田
は
明
治
八
年
（５） 
九
月
十
一
二
日
付
で
松
田
道
之
・
伊
地
知
貞
馨
両
官
へ
建
議
し
た
。
こ
の
内
容
は
「
琉
球
備
忘
録
」
の
「
第
一
章
内
務
省
出
張
所
二
於
テ
裁
判
警
察
兼
務
之
件
」
「
第
二
章
勧
農
勧
商
之
事
」
に
相
当
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
河
原
田
の
建
議
し
た
内
務
省
出
張
所
の
権
限
強
化
案
は
内
務
卿
大
久
保
利
通
の
い
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
実
現
さ
れ
た
と
指
摘
し
こ
れ
ら
河
原
田
の
政
策
建
議
は
、
河
原
田
の
著
書
で
あ
る
『
琉
球
備
忘
録
』
第
一
章
・
第
二
章
と
「
琉
球
在
勤
書
類
」
の
中
に
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
見
ら
れ
、
こ
の
「
琉
球
在
勤
書
類
」
が
『
琉
球
備
忘
録
』
の
草
稿
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（７） 
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
河
原
田
の
手
元
に
残
っ
た
控
え
書
類
が
彼
の
著
作
の
基
礎
資
料
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
河
原
田
が
琉
球
藩
か
ら
帰
京
後
、
統
治
体
制
の
整
備
・
強
化
に
関
す
る
改
革
意
見
と
と
も
に
琉
球
の
産
業
開
発
に
関
す
る
建
言
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
と
、
琉
球
藩
在
勤
中
に
も
内
務
省
勧
業
寮
担
当
者
と
連
絡
を
取
っ
て
、
信
達
・
上
信
地
方
の
内
地
養
蚕
・
製
糸
の
技
術
導
入
と
生
産
ｌ
販
売
計
画
を
樹
立
し
、
煙
草
に
つ
い
て
（８） 
も
同
様
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
鎌
田
の
指
摘
で
あ
る
。
産
業
振
興
の
試
み
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
も
政
治
活
動
の
一
貫
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
青
年
期
か
ら
農
学
を
学
び
農
業
改
良
を
志
し
た
河
原
田
が
、
沖
縄
の
産
業
振
（６） 
ていｚ句。
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輿
を
目
指
し
た
と
い
う
一
面
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
「
琉
球
在
勤
書
類
」
の
中
に
、
河
原
田
が
琉
球
藩
の
人
物
に
農
業
技
術
書
を
預
け
て
い
た
こ
と
を
記
す
文
書
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
治
九
年
三
月
二
十
七
日
付
、
琉
球
藩
よ
り
河
原
田
宛
の
書
簡
で
、
河
原
田
（９） 
か
ら
贈
ら
れ
た
農
書
・
『
学
業
捷
径
初
編
』
『
農
家
永
続
法
』
は
、
農
事
に
か
か
わ
る
官
吏
に
熟
読
さ
せ
る
ご
曰
が
記
さ
れ
て
い
ろ
。
こ
の
後
琉
球
国
内
で
こ
れ
ら
農
書
の
知
識
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
こ
の
記
述
だ
け
で
は
た
ど
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
自
ら
産
業
振
興
を
推
進
し
、
ま
た
知
識
導
入
を
試
み
て
い
た
河
原
田
の
活
動
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（Ⅲ） 
さて、現在、国文学研究資料館が所蔵している「沖縄物産志」は墨書二Ｃで、図は薄い別紙に描いた
も
の
を
貼
っ
て
い
る
。
そ
の
目
次
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
四
ノ
巻
人
造
物
一ノ巻
ニ
ノ
巻
三
ノ
巻
生生天
産
部
穀
類
菰
類
菜
蔬
類
草
類
蔓
草
類
菌
類
木
類
果
物
類
竹
類
海
魚
類
淡
水
魚
類
亀
類
介
類
海
墨
類
海
藻
類
井
一
一
苔
海
樹
類
家
禽
、
野
禽
家
獣
野
獣
海
獣
昆
墨
水
、
火
、
土
、
石
、
鉱
穀
類
菰
類
菜
蔬
類
草
類
蔓
艸
類
菌
類
木
類
果
類
竹
類
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こ
の
部
立
て
は
、
自
然
界
か
ら
の
産
物
と
し
て
植
物
・
動
物
・
鉱
物
を
扱
っ
て
お
り
、
本
草
学
的
な
分
類
を
も
と
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
河
原
田
の
略
歴
に
も
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
彼
は
琉
球
に
い
た
時
期
に
小
野
蘭
山
の
「
本
草
綱
目
啓
蒙
」
を
独
習
し
、
本
草
学
の
実
践
と
し
て
当
時
赴
任
地
で
あ
っ
た
沖
縄
の
動
植
物
の
採
集
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
草
学
で
い
う
「
採
薬
」
、
つ
ま
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
小
野
蘭
山
と
い
え
ば
、
近
世
末
期
の
本
草
家
と
し
て
名
高
く
、
河
原
田
も
読
ん
で
影
響
を
受
け
た
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
が
代
表
作
と
し
て
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
の
李
時
珍
の
著
で
あ
る
『
本
草
綱
目
」
の
注
釈
書
で
は
あ
る
が
、
「
す
べ
て
蘭
山
が
多
年
に
わ
た
り
群
籍
を
渉
猟
し
て
得
た
知
識
を
駆
使
し
、
同
時
に
躬
ら
観
察
し
た
豊
富
な
材
料
を
用
い
て
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
類
こ
そ
『
本
草
綱
目
』
に
よ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
創
見
に
富
ん
だ
立
派
な
博
物
誌
を
形
成
し
て
い
る
」
（
上
野
益
三
一
九
九
一
エ
ハ
一
頁
）
と
高
い
評
価
を
受
け
る
著
作
で
あ
る
。
そ
れ
を
河
原
田
は
読
了
し
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
本
草
項
目
』
の
分
類
を
踏
襲
し
た
小
野
蘭
山
の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
」
と
「
沖
縄
産
物
志
」
の
分
類
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
水
、
火
、
土
、
金
石
、
服
器
な
ど
の
部
を
立
て
て
い
る
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と
似
て
い
る
部
分
も
禽類蝋諺獣類罐蝋
魚
類
介
類
水
墨
類
陶
器
類
雑
工
造
船
昆
墨
類
水
、
火
、
土
、
石
、
鉱
物
海
魚
類
河
魚
類
海
藻
類
水
草
類
海
獣
醸
造
類
反
布
類
漆
器
類
石
工
木
工
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あ
る
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
他
の
本
草
書
の
分
類
を
参
考
に
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
琉
球
在
勤
書
類
」
中
の
、
米
国
博
覧
会
事
務
局
か
ら
の
収
集
依
頼
リ
ス
ト
の
物
品
（
後
述
）
に
あ
る
「
織
物
類
、
陶
器
、
漆
器
類
」
な
ど
と
類
似
す
る
部
分
も
あ
る
。
河
原
田
は
、
本
草
学
を
学
ん
だ
こ
と
と
、
博
覧
会
事
務
局
か
ら
依
頼
さ
れ
た
物
品
を
収
集
し
整
理
し
た
経
験
を
も
と
に
、
沖
縄
が
産
出
す
る
物
品
に
つ
い
て
の
「
沖
縄
産
物
志
」
を
ま
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（１）依頼の方法
さ
て
、
内
務
省
琉
球
藩
出
張
所
時
代
の
河
原
田
は
内
務
省
の
役
人
と
い
う
立
場
も
あ
り
、
き
わ
め
て
政
治
的
に
動
い
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
明
治
政
府
の
博
覧
会
事
務
局
や
博
物
局
の
依
頼
で
、
非
常
に
多
く
の
琉
球
の
天
産
物
・
人
工
物
等
を
送
付
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
務
局
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
こ
う
い
っ
た
方
法
で
送
る
よ
う
に
、
と
い
う
指
示
が
な
さ
れ
、
河
原
田
は
そ
れ
に
従
っ
て
物
品
を
収
集
し
送
っ
て
い
た
こ
と
が
、
琉
球
藩
出
張
所
勤
務
時
代
の
文
書
を
綴
っ
た
「
琉
球
在
勤
書
類
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
八
年
四
月
二
十
五
日
付
け
、
米
国
博
覧
会
事
務
局
か
ら
の
収
集
依
頼
リ
ス
ト
に
は
次
の
よ
う
に
記
三
．
琉
球
の
物
品
収
集
依
頼
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さ
れ
て
い
る
。泡盛
酒
／
従
来
有
之
酒
壷
又
は
徳
利
之
余
り
大
な
ら
す
し
て
丈
夫
な
る
も
の
へ
密
封
し
て
差
出
す
へ
し
但
何
ミ
を
以
製
し
候
と
申
方
法
も
総
て
相
添
呈
出
可
申
事
麻
苧
見
合
／
皮
残
剥
シ
侭
之
品
外
皮
を
夫
し
品
紡
績
し
た
る
品
葉
の
乾
謄
せ
る
も
の
と
も
井
に
産
地
方
言
を
記
し
て
呈
出
す
へ
し
外
に
芭
蕉
布
を
織
る
糸
各
種
産
地
方
言
等
同
断
旦
芭
蕉
布
製
法
書
相
添
へ可申事
藍
見
合
／
藍
葉
謄
葉
製
し
上
た
る
も
の
各
種
外
に
芭
蕉
布
を
染
る
藍
井
膳
葉
と
も
産
地
方
言
等
同
海
草
／
食
料
か
或
は
田
畑
之
肥
に
相
成
る
物
の
入
用
之
品
に
限
ろ
へ
し
但
し
各
種
と
も
其
用
を
記
し
て
出
す
へ
し
産
地
方
言
等
同
断
細
工
物
類
／
皆
其
用
と
名
と
を
記
す
へ
し
織
物
類
／
各
種
之
織
物
弁
芭
蕉
布
等
は
各
弐
反
シ
、
送
ろ
へ
し
然
同
品
に
て
模
様
織
縞
等
之
異
な
る
の
み
の
品
は
別
に
送
る
に
及
は
す
但
各
種
と
も
何
と
之
品
に
て
製
し
候
事
記
し
て
出
す
へ
し
本
文
之
儀
臂
は
白
地
弐
反
無
地
染
弐
反
縞
弐
反
と
申
類
ノ
如
し
砂
糖
漬
／
空
気
ノ
入
ら
ぬ
極
究
詰
か
又
は
瓶
に
入
れ
密
封
し
て
送
る
但
し
其
入
物
は
是
迄
用
来
候
品
か
又
は
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外
二
土
産
之
品
に
限
る
へ
し
陶
器
／
其
産
所
を
記
し
且
用
所
井
方
言
を
記
し
て
送
ろ
へ
し
漆
器
類
／
其
産
所
を
記
し
且
用
所
井
方
言
を
記
し
て
送
ろ
へ
し
材
木
類
／
有
用
之
材
類
井
に
黒
ツ
グ
赤
ツ
グ
の
材
も
送
ろ
へ
し
但
皮
付
之
侭
長
サ
三
尺
余
之
品
各
弐
本
シ
、
別
二
板
と
為
せ
し
物
を
添
へ
し
且
□
産
之
大
材
は
大
幅
に
て
長
キ
板
と
な
し
其
侭
送
ろ
へ
し
産
地
方
言
は
殊
に
細
敷
書
記
す
へ
し
マ
マ
鉱
物
類
／
金
属
其
他
有
用
之
口
叩
に
限
ろ
へ
し
又
仮
令
末
夕
用
ひ
ざ
る
品
に
て
も
何
ら
見
込
有
之
候
品
ハ
別
段
に
而
且
鉱
石
ハ
ー
塊
壱
貫
目
以
上
三
貫
目
迄
之
品
ニ
テ
参
弐
塊
も
送
ろ
へ
し
産
地
方
言
等
同
断
文房具／文一男具ハ必一揃具足せしむるへし
貝
類
／
有
用
之
品
に
限
ろ
へ
し
且
貝
に
て
製
作
せ
し
品
あ
ら
は
添
て
送
ろ
へ
し
産
地
方
言
等
同
断
椋
欄
及
継
縄
／
黒
ツ
グ
赤
ツ
ク
オ
毛
之
侭
凡
壱
貫
目
シ
、
其
他
縄
も
添
て
送
ろ
へ
し
産
地
同
断
硯
石
／
材
ノ
侭
彫
刻
せ
さ
る
品
を
送
ろ
へ
し
産
地
方
言
等
同
断
砥
石
／
産
地
方
言
等
同
断
其
他
建
築
二
用
ろ
石
類
あ
ら
は
方
一
尺
厚
サ
三
寸
磨
き
上
ケ
て
送
ろ
へ
し
石
炭
／
産
地
を
記
す
へ
し
大
サ
壱
塊
五
貫
目
以
上
十
貫
目
迄
之
方
形
と
な
し
て
送
る
へ
し
菌
竹
／
巨
大
な
る
品
弐
本
を
送
ろ
へ
し
且
葉
の
乾
膳
せ
る
も
の
を
も
添
て
出
す
へ
し
又
菌
竹
に
て
製
作
せ
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こ
れ
に
よ
る
と
、
材
料
、
製
作
過
程
、
用
途
が
わ
か
る
よ
う
、
同
一
品
で
あ
っ
て
も
場
合
に
よ
っ
て
は
加
工
の
過
程
ご
と
に
複
数
収
集
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
現
地
で
の
方
言
で
何
と
呼
ぶ
か
も
記
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
さ
に
万
博
で
の
「
展
示
」
を
念
頭
に
置
い
た
収
集
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
年
の
産
出
高
や
「
人
工
物
」
の
場
合
は
そ
の
製
作
者
の
名
前
も
可
能
な
限
り
記
録
す
る
よ
う
に
と
あ
る
・
ま
た
、
同
じ
「
琉
球
在
勤
書
類
」
に
は
「
米
国
博
覧
会
出
品
々
目
及
代
価
凡
［
見
ヵ
］
積
書
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
。
泡
盛
壱
壷
金
六
円
余
位
／
一
塩
豚
同
九
円
余
位
／
｜
麻
苧
見
合
蕉
布
ヲ
織
シ
品
同
五
円
位
…
」
等
々
と
あ
り
、
送
付
依
頼
物
品
の
購
入
時
の
予
算
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
琉
球
在
勤
書
類
」
の
明
治
九
年
四
月
十
四
日
付
け
博
物
館
か
ら
の
書
状
に
は
、
押
し
葉
、
虫
類
、
魚
類
等
を
送
る
よ
う
依
頼
が
あ
り
「
…
其
御
地
産
出
之
火
酒
ヲ
以
テ
瓶
中
一
一
浸
シ
酒
気
之
洩
レ
ザ
ル
様
密
封
之
上
御
回
漕
被
下
度
…
」
と
、
送
付
方
法
も指定している。
こ
の
よ
う
な
依
頼
に
対
し
て
河
原
田
も
物
品
を
取
り
揃
え
、
数
回
に
わ
た
っ
て
送
付
し
て
い
た
こ
と
が
、
同
史
料
に
あ
る
米
国
博
覧
会
事
務
局
へ
の
送
付
品
リ
ス
ト
で
跡
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
る
品
あ
ら
は
其
用
を
記
し
て
添
へ
送
ろ
へ
し
右
天
産
物
人
工
物
は
産
地
方
言
を
記
す
ハ
勿
論
其
所
用
井
二
可
相
成
は
壱
ヶ
年
産
出
高
ヲ
詳
記
す
へ
し
物
ハ
製
造
人
之
名
前
相
分
り
候
分
は
必
す
記
し
て
送
る
可
し
マ
マ
ロ】一人工
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こ
れ
ら
の
依
頼
が
来
て
い
る
の
は
ま
だ
沖
縄
の
廃
藩
置
県
前
、
「
琉
球
藩
」
の
時
代
な
の
で
あ
る
が
、
明
治
政
府
の
米
国
博
覧
会
事
務
局
は
琉
球
の
物
品
を
博
覧
会
に
出
品
す
る
た
め
に
内
務
省
出
張
所
へ
依
頼
を
送
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
依
頼
は
、
東
京
の
内
務
省
経
由
で
来
た
ら
し
い
も
の
、
琉
球
藩
出
張
所
宛
に
出
さ
れ
た
の
か
否
か
不
明
な
も
の
も
あ
る
が
、
「
琉
球
在
勤
書
類
」
に
あ
る
明
治
九
年
四
月
一
日
付
け
文
書
が
、
出
品
目
録
編
纂
の
た
め
、
屋
久
貝
や
タ
カ
キ
リ
貝
の
代
価
、
運
賃
を
至
急
取
調
の
依
頼
す
る
旨
米
国
博
覧
会
事
務
局
か
ら
肩
書
き
の
無
い
河
原
田
個
人
名
宛
で
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
同
年
四
月
十
四
日
付
け
で
博
物
館
か
ら
動
植
物
収
集
の
依
頼
が
同
様
に
河
原
田
宛
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
業
務
は
主
に
河
原
田
が
中
心
と
な
っ
て
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
河
原
田
は
、
植
物
な
ら
ば
職
場
で
あ
る
出
張
所
の
敷
地
や
首
里
の
薬
園
、
琉
球
藩
内
の
各
地
を
回
っ
て
採
集
し
、
東
京
へ
送
付
し
て
い
た
こ
と
が
同
資
料
の
「
押
葉
記
」
と
い
う
記
録
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
河
原
田
は
そ
の
著
書
『
水
産
小
学
』
の
凡
例
で
「
余
幼
よ
り
物
産
学
に
志
し
、
南
は
琉
球
の
先
島
よ
り
、
北
は
北
海
道
千
島
に
至
る
ま
で
、
全
国
を
周
遊
、
実
地
に
経
験
し
：
：
」
（
河
原
田
一
八
八
二
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
青
年
期
か
ら
物
産
学
、
農
学
、
本
草
学
を
学
習
し
動
植
物
の
採
薬
を
行
っ
た
河
原
田
で
あ
れ
ば
、
博
覧
会
事
務
局
か
ら
の
依
頼
は
こ
の
業
務
に
適
し
た
人
物
へ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
（
２
）
米
国
博
覧
会
出
品
の
意
義
な
ぜ
、
明
治
政
府
は
、
「
琉
球
藩
」
と
い
う
暖
昧
な
立
場
に
あ
る
当
時
の
琉
球
か
ら
物
品
を
収
集
し
、
米
国
・
ブ
イ
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ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
件
に
関
し
、
河
原
田
の
「
琉
球
在
勤
書
類
」
に
は
、
政
府
側
の
明
確
な
見
解
は
書
き
と
め
ら
れ
て
い
な
い
。
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
百
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
こ
れ
よ
り
先
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
初
め
て
公
式
参
加
し
、
「
万
国
博
覧
会
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
力
は
す
で
に
経
験
済
み
で
あ
っ
た
。
当
時
の
明
治
政
府
と
し
て
の
博
覧
会
参
加
の
目
的
は
「
国
威
発
揚
、
西
洋
文
物
調
査
、
技
術
伝
習
、
輸
出
増
進
」
（
國
雄
行
二
○
○
四
二
一
五
一
頁
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
当
時
の
博
覧
会
と
は
「
博
覧
会
場
は
、
世
界
Ⅱ
万
国
が
凝
縮
さ
れ
た
空
間
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
可
視
化
さ
れ
た
国
境
が
存
在
し
た
。
国
別
に
間
仕
切
り
さ
れ
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
た
空
間
は
、
ま
さ
に
一
空
間
で
あ
り
、
万
国
博
の
会
場
一
周
は
、
擬
似
的
な
世
界
一
周
で
も
あ
っ
た
。
」
と
國
雄
行
は
述
べ
て
い
る
（
國
一
一
○
○
四
二
一
五
○
～
二
五
一
頁
）
。
そ
の
可
視
化
さ
れ
た
国
境
の
存
在
す
る
空
間
に
、
「
日
本
（
明
治
政
府
と
が
「
琉
球
」
の
物
産
を
出
品
す
る
こ
と
の
意
義
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
琉
球
」
の
名
が
万
国
博
覧
会
に
登
場
し
た
の
は
、
幕
末
期
、
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
薩
摩
藩
が
「
薩
摩
琉
球
諸
島
国
」
と
し
て
独
自
の
出
品
を
行
っ
た
の
が
初
で
あ
る
。
こ
の
時
は
徳
川
幕
府
、
薩
摩
藩
、
佐
賀
藩
が
独
自
に
出
品
し
て
い
る
が
、
徳
川
幕
府
と
薩
摩
藩
の
間
に
対
立
が
生
じ
、
結
局
「
日
本
大
君
政
府
」
と
「
薩
摩
太
守
政
府
」
と
し
て
出
品
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
パ
リ
万
博
に
際
し
て
薩
摩
藩
は
情
報
戦
を
う
ま
く
制
し
、
国
際
社
会
に
お
け
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（、）
う
っ
徳
川
幕
府
の
権
威
を
相
対
的
に
低
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
後
徳
川
幕
府
を
倒
し
た
明
治
政
府
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
九
月
に
琉
球
国
を
琉
球
藩
に
改
め
る
。
こ
の
措
置
は
、
宮
古
島
民
遭
難
事
件
の
報
復
措
置
と
し
て
台
湾
へ
出
兵
す
る
根
拠
を
得
る
た
め
に
、
琉
球
を
日
本
の
版
図
に（肥）
組
み
込
む
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
清
国
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
「
藩
王
」
号
を
残
し
た
し
」
い
う
背
景
が
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
日
本
の
琉
球
藩
内
の
事
務
は
外
務
省
の
管
轄
か
ら
内
務
省
へ
と
移
さ
れ
た
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
「
琉
球
藩
」
を
日
本
領
と
す
る
た
め
の
歩
み
を
さ
ら
に
進
め
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
時
代
に
、
日
本
が
海
外
の
万
国
博
覧
会
に
琉
球
の
産
物
を
出
品
す
る
こ
と
は
、
国
際
社
会
に
琉
球
Ⅱ
日
本
領
と
い
う
情
報
を
既
成
事
実
と
し
て
発
信
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（Ⅲ） 
「米国博覧会出品概則」では、琉球藩の物品についての取り扱いに関して特には一一一口及されていない
（皿）
が
、
「
米
国
博
覧
会
事
務
志
略
一
」
に
は
、
明
治
八
年
五
月
一
一
十
五
口
ｕ
付
け
で
内
務
省
が
物
産
取
調
べ
の
た
め
に
栗
田
萬
次
郎
と
い
う
人
物
に
琉
球
出
張
を
命
じ
た
記
録
が
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
二
日
後
の
一
一
十
七
日
に
栗
田
は
罷
免
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
別
の
役
人
が
派
遣
さ
れ
た
記
録
も
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
に
物
産
調
査
が
行
わ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
明
治
八
年
四
月
二
十
五
日
付
で
米
国
博
覧
会
事
務
局
か
ら
出
張
所
へ
物
品
収
集
依
頼
は
出
さ
れ
て
お
り
、
業
務
は
粛
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
。
（肥）
また、出品物の解説が英文で作成された万博パンフレットとも一一一一口える「費府博覧会日本出品ロロ録」
の
中
に
は
日
本
地
図
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
千
島
列
島
が
紙
面
の
左
上
に
別
掲
さ
れ
、
同
様
に
琉
球
列
島
が
「
因
已
【
閂
ロ
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田
田
少
ｚ
Ｃ
ｍ
Ｌ
と
し
て
右
下
部
分
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
（
図
１
参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
、
琉
球
Ⅱ
日
本
の
領
土
と
い
う
明
治
政
府
の
主
張
の
表
れ
た
地
図
を
万
博
の
英
文
目
録
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
に
戦
略
的
意
図
が
汲
み
取
れ
る
と
思
わ
れ
た
だ
し
、
当
時
「
琉
球
藩
」
の
管
轄
の
変
更
と
実
際
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
内
外
に
向
け
る
態
度
を
同
じ
く
す
る
の
は
輝
ら
れ
ろ
事
情
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
（焔）
ま
ず
、
国
内
に
対
し
て
だ
が
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
十
月
版
『
掌
中
官
員
録
全
』
は
各
省
庁
の
後
に
地
方
官
を
収
載
し
て
お
り
、
そ
の
最
後
に
「
琉
球
藩
」
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
記
載
内
容
は
冒
頭
に
「
琉
球
藩
噸蒋邇酸調禍肋細」とあり、「藩王一等官／華族／尚泰摂政官準四等／伊江王子三司官準六
等
／
宜
野
湾
親
方
／
浦
添
親
方
／
池
城
親
方
東
京
詰
／
津
波
古
親
方
」
と
藩
王
と
高
官
達
の
名
が
あ
り
そ
の
後
に
「
書
役
」
と
「
与
力
」
の
親
雲
上
達
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
側
の
役
人
は
そ
の
後
に
「
琉
球
藩
取
調
掛
／
内
務
省
六
等
出
仕
／
伊
地
知
貞
馨
／
同
九
等
出
仕
福
崎
季
漣
／
同
中
録
河
原
田
盛
美
／
外
務
省
権
中
録
堀
江
広
貞
／
内
務
省
十
二
等
出
仕
青
木
孝
亮
（
１
以
下
略
’
と
と
列
記
さ
れ
て
い
る
。
琉
球
藩
事
務
が
外
務
省
か
ら
内
務
省
に
管
轄
が
変
更
に
な
っ
た
の
は
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
七
月
だ
が
、
そ
の
後
も
引
継
ぎ
や
そ
の
他
で
必
要
が
あ
っ
た
も
の
か
、
外
務
省
権
中
録
の
堀
江
広
貞
の
名
が
見
え
る
。
（Ⅳ） 
さ
ら
に
、
翌
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
九
月
版
『
官
員
録
全
』
で
は
、
琉
球
藩
側
に
は
変
化
は
無
い
が
、
日
本
側
は
全
員
内
務
省
所
属
で
二
名
増
員
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
琉
球
藩
の
都
道
府
県
藩
の
順
番
は
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
に
ろ
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
〉
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次
い
で
四
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
の
十
月
版
『
掌
中
官
員
録
全
』
は
、
そ
の
出
版
時
期
が
琉
球
藩
の
管
轄
変
更
の
七
月
と
近
く
、
活
字
の
組
み
替
え
の
困
難
か
ら
記
載
順
が
都
道
府
県
藩
の
最
後
に
な
っ
た
と
い
う
事
情
も
可
能
性
と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
が
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
九
月
版
『
官
員
録
全
』
で
は
、
日
本
国
内
の
都
道
府
県
と
ほ
ぼ
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
国
内
の
機
関
と
し
て
琉
球
藩
を
見
な
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
外
に
対
し
て
は
琉
球
藩
の
取
り
扱
い
は
注
意
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
木
崎
弘
美
は
、
琉
球
藩
事
務
が
外
務
省
管
轄
か
ら
内
務
省
管
轄
へ
変
更
に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
琉
球
藩
関
係
書
類
の
原
本
が
外
務
省
に
残
さ
れ
内
務
省
に
は
謄
写
し
た
も
の
が
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
…
明
治
政
府
は
琉
球
問
題
を
表
向
き
に
内
政
問
題
と
し
て
捉
え
同
事
務
を
内
務
省
に
移
管
し
た
が
、
実
質
的
に
外
交
問
題
を
包
含
し
て
お
り
、
外
務
省
も
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
」
（
木
崎
弘
美
一
九
九
九
”
五
九
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
新
政
府
が
琉
球
藩
を
「
内
政
問
題
」
と
し
て
処
理
す
る
の
が
表
向
き
の
態
度
で
あ
っ
て
も
、
外
国
と
の
間
で
「
外
交
問
題
」
に
発
展
し
か
ね
な
い
の
が
琉
球
問
題
の
危
う
さ
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
琉
球
藩
の
扱
い
は
や
は
り
「
内
政
」
の
み
の
こ
と
と
し
て
は
処
理
不
能
で
あ
る
の
が
現
実
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
外
交
の
舞
台
で
あ
る
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
は
、
「
琉
球
藩
Ⅱ
日
本
領
」
と
し
て
扱
う
「
内
政
」
が
「
外
交
」
の
世
界
に
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
河
原
田
は
、
そ
の
学
問
、
経
験
か
ら
博
覧
会
事
務
局
の
依
頼
に
応
え
、
琉
球
の
物
品
を
収
集
し
送
付
し
て
い
る
こ
と
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前
線
で
あ
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
に
も
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
河
原
田
盛
美
の
修
め
た
学
問
と
沖
縄
に
お
け
る
活
動
を
た
ど
っ
て
み
た
が
、
青
年
期
か
ら
学
ん
だ
農
学
を
活
か
し
、
産
業
の
振
興
を
意
欲
的
に
推
進
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
そ
れ
も
政
治
活
動
の
一
部
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
自
ら
の
知
識
を
社
会
に
還
元
し
現
状
の
改
良
へ
と
向
が
「
琉
球
在
勤
書
類
」
の
各
種
控
え
か
ら
見
て
と
れ
る
。
彼
自
身
が
こ
の
米
国
博
覧
会
出
品
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
、
彼
自
身
の
見
解
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
の
琉
球
藩
出
張
所
が
、
現
地
・
琉
球
藩
と
の
折
衝
の
最
お
わ
り
に
｢費府博覧会日本出品目録」より（大政官1876f）図１
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け
る
、
近
世
期
の
知
識
人
と
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
う
ち
続
く
飢
鐘
に
際
し
多
く
の
救
荒
書
を
編
ん
（岨）
だ
医
者
・
本
草
学
者
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
経
世
済
民
の
手
段
と
し
て
自
ら
の
学
ん
だ
学
問
を
社
会
に
活
か
そ
う
と
し
て
い
た
姿
勢
が
河
原
田
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
彼
が
ど
れ
だ
け
自
覚
的
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
外
国
で
開
催
さ
れ
る
万
国
博
覧
会
へ
の
琉
球
物
品
出
展
の
下
請
け
業
務
を
遂
行
し
て
お
り
、
明
治
政
府
の
国
際
戦
略
を
下
支
え
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
明
白
で
あ
る
。
出
張
所
の
業
務
と
し
て
遂
行
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
こ
の
業
務
は
、
物
産
学
、
農
学
、
本
草
学
の
素
養
の
あ
る
河
原
田
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
内
務
省
琉
球
藩
出
張
所
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
極
め
て
政
治
的
な
機
関
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
知
識
・
学
問
も
政
治
化
す
る
様
相
の
一
端
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
河
原
田
の
琉
球
研
究
の
目
的
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
考
え
る
と
、
明
治
政
府
に
よ
る
統
治
を
前
提
に
し
た
琉
球
の
実
態
調
査
で
あ
り
、
物
産
調
査
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
明
治
の
ご
く
早
い
時
期
の
琉
球
調
査
の
目
的
と
し
て
そ
れ
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
琉
球
の
殖
産
興
業
を
目
指
し
、
政
策
建
議
を
実
行
し
て
い
た
こ
と
も
同
時
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
自
ら
の
修
め
た
学
問
・
知
識
を
社
会
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
、
経
世
済
民
の
精
神
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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附
記本
稿
は
二
○
○
六
年
度
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
博
士
学
位
論
文
「
初
期
沖
縄
研
究
の
様
相
」
の
第
一
章
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
り
御
指
導
助
言
を
い
た
だ
い
た
、
波
照
間
永
吉
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
教
授
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
【註】
（
１
）
河
原
田
盛
美
一
九
○
一
一
、
池
田
哲
夫
一
九
九
○
、
仲
地
哲
夫
一
九
八
三
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。
（
２
）
鎌
田
永
吉
一
九
七
一
四
九
五
頁
参
照
（
３
）
河
原
田
一
九
○
二
、
池
田
一
九
九
○
を
参
照
し
た
。
な
お
、
「
河
原
田
盛
美
履
歴
書
」
に
は
「
官
撰
及
自
著
ノ
書
」
と
し
て
六
八
点
の
書
名
が
見
ら
れ
る
。
（
４
）
こ
の
三
点
の
資
料
は
い
ず
れ
も
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
水
産
史
料
に
あ
る
。
（
５
）
た
だ
し
、
こ
の
意
見
書
が
実
際
に
提
出
さ
れ
た
の
は
河
原
田
の
退
任
・
帰
京
後
と
鎌
田
は
見
て
い
る
（
鎌
田
一
九
七
一
”
一○六頁参照）
（
６
）
鎌
田
一
九
七
一
二
○
五
～
一
○
七
頁
参
照
（
７
）
た
だ
し
、
「
琉
球
在
勤
書
類
」
で
は
、
『
琉
球
備
忘
録
』
の
後
半
に
あ
る
「
輸
出
」
の
項
目
が
途
中
か
ら
該
当
部
分
が
無
く
、
また「輸入品」「第三章」も該当部分が見られない。
（
８
）
鎌
田
一
九
七
一
二
○
七
頁
参
照
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（９）「琉球在勤書類」には『農家永続法』とあるが、この書に関する詳細は不明である。織田完之の著書に
『
農
家
永
続
救
助
講
法
』
が
あ
り
、
こ
の
書
名
を
誤
っ
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
Ⅲ
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
水
産
史
料
所
収
。
（
、
）
平
野
繁
臣
一
九
九
九
二
七
二
頁
参
照
（
、
）
金
城
正
篤
一
九
八
三
恥
九
一
六
頁
参
照
（
Ⅲ
）
太
政
官
一
八
七
四
（
ｕ
）
太
政
官
一
八
七
三
～
一
八
七
五
（
咀
）
太
政
官
一
八
七
六
ｆ
（
肥
）
寺
岡
寿
一
［
編
］
一
九
七
七
ａ
（
Ⅳ
）
寺
岡
［
編
］
一
九
七
七
ｂ
（
肥
）
近
世
期
日
本
の
救
荒
書
と
し
て
は
建
部
清
庵
『
民
間
備
荒
録
』
二
七
五
五
年
成
立
、
一
七
六
○
年
刊
行
）
以
降
多
数
刊
行
さ
れているが、白杉悦雄は、飢鐘年に救荒書の刊行数が圧倒的に多いことから、「要するに、大部分の救荒書
は
、
建
部
清
庵
が
『
民
間
備
荒
録
』
の
著
す
に
い
た
っ
た
の
と
同
じ
動
機
、
す
な
わ
ち
飢
鐘
の
惨
状
を
目
撃
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
聞
き
知
っ
て
起
草
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
」
（
白
杉
悦
雄
一
九
九
五
二
四
二
～
一
四
三
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
当
時
の
知
識
人
が
飢
隆
と
い
う
危
機
的
な
状
況
に
対
し
、
自
ら
の
知
識
を
纏
め
そ
れ
を
刊
行
し
世
の
助
け
と
な
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
近
世
期
の
知
の
在
り
様
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
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【参考文献・論文】
池
田
哲
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○
「
水
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翁
河
原
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盛
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そ
の
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著
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ｌ
」
『
民
具
マ
ン
ス
リ
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』
第
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三
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一
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大
学
日
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民
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化
研
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書
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［
箸
］
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次
［
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訂
］
一
八
八
二
「
水
産
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学
』
錦
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河
原
田
盛
美
一
八
八
四
『
沖
縄
物
産
志
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沖
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県
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図
書
館
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蔵
河
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美
一
九
○
二
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河
原
田
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美
履
歴
書
」
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
祭
祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
水
産
史
料
河
原
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盛
美
年
代
不
明
「
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球
秘
録
井
鬼
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」
国
文
学
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究
資
料
館
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魚
洞
文
庫
旧
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料
河
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盛
美
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代
不
明
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球
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文
学
研
究
資
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河
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美
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代
不
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「
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球
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書
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学
研
究
資
料
館
所
蔵
祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
水
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史
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河
原
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不
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蔵
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史
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木
崎
弘
美
史
学
会
［
金
城
正
篤
九
一
六
頁
白
杉
悦
雄
一
九
九
五
「
日
本
に
お
け
る
救
荒
書
の
成
立
と
そ
の
淵
源
」
山
田
慶
兒
［
編
］
『
東
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
学
の
世
界
」
上
思
文
閣
出
版
一
一
一
一
八
～
一
七
三
頁
太
政
官
一
八
七
四
「
米
国
博
覧
会
出
品
概
則
」
『
記
録
材
料
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
太
政
官
一
八
七
三
～
一
八
七
五
「
米
国
博
覧
会
事
務
誌
略
」
｜
『
記
録
材
料
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
太
政
官
一
八
七
五
「
米
国
博
覧
会
事
務
誌
略
」
二
『
記
録
材
料
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
太
政
官
一
八
七
六
ａ
「
米
国
博
覧
会
事
務
誌
略
」
三
『
記
録
材
料
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
太
政
官
一
八
七
六
ｂ
「
米
国
博
覧
会
事
務
誌
略
」
四
『
記
録
材
料
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
太
政
官
一
八
七
六
ｃ
「
米
国
博
覧
会
事
務
誌
略
」
五
『
記
録
材
料
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
太
政
官
一
八
七
七
「
米
国
博
覧
会
事
務
誌
略
」
六
『
記
録
材
料
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
太
政
官
一
八
七
六
．
「
米
国
博
覧
会
事
務
誌
略
」
七
『
記
録
材
料
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
國
雄
行
［
箸
］
二
六
～
二
七
四
頁 一九
九
九
「
琉
球
関
係
史
料
伝
来
の
歴
史
的
背
景
ｌ
琉
球
帰
属
問
題
に
対
す
る
明
治
政
府
の
政
策
基
調
ｌ
」
日
本
歴
［
編
］
『
日
本
歴
史
』
第
六
一
五
号
吉
川
弘
文
館
［
発
行
］
一
九
八
三
「
琉
球
藩
」
『
沖
縄
大
百
科
事
典
」
下
巻
沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
［
編
］
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
二
○
○
四
「
博
覧
会
時
代
の
開
幕
」
松
尾
正
人
［
編
］
『
日
本
の
時
代
史
一
一
一
明
治
維
新
と
文
明
開
化
』
二
四
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太
政
官
一
八
七
六
ｅ
「
米
国
博
覧
会
事
務
誌
略
附
録
完
」
『
記
録
材
料
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
太
政
官
一
八
七
六
ｆ
「
費
府
博
覧
会
日
本
出
品
目
録
・
横
文
」
『
記
録
材
料
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
寺
岡
寿
一
［
編
］
一
九
七
七
ａ
「
明
治
七
年
掌
中
官
員
録
全
」
『
明
治
初
期
歴
史
文
献
資
料
集
第
一
集
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
』
第
二
巻
寺
岡
書
洞
一
三
四
～
一
一
六
○
頁
寺
岡
寿
一
［
編
］
一
九
七
七
ｂ
「
明
治
八
年
官
員
録
全
」
「
明
治
初
期
歴
史
文
献
資
料
集
第
一
集
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
』
第
二
巻
寺
岡
書
洞
一
一
六
一
一
～
三
八
六
頁
仲
地
哲
夫
一
九
八
三
「
河
原
田
盛
美
」
『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
上
巻
沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
［
編
］
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
七
八
六
頁
平
野
繁
臣
吉
見
俊
哉
一
九
九
九
『
国
際
博
覧
会
歴
史
事
典
』
内
山
工
房
二
○
○
一
［
一
九
九
二
］
『
博
覧
会
の
政
治
学
ま
な
ざ
し
の
近
代
』
中
央
公
論
新
社
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